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《
重
要
政
策
推
進
枠
に
つ
い

て
》

　

「
令
和
５
年
度
予
算
の
概
算

要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針
に
つ
い
て
」
（
令
和
４
年

７
月
29
日
閣
議
了
解
）
に
従

い
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
２
」
及
び

「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
」

（
令
和
４
年
６
月
７
日
閣
議
決

定
）
等
を
踏
ま
え
た
重
要
な
政

策
に
つ
い
て
、
「
重
要
政
策
推

進
枠
」
と
し
て
以
下
を
要
望
す

る
。

○
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

地
域
・
拠
点
の
連
携
確
保

要
望
額
：
２
，
８
９
１
億
円

　

個
性
あ
る
地
域
や
コ
ン
パ
ク

ト
な
拠
点
を
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
ぎ
、
距
離
の
制
約
を

克
服
し
、
地
域
・
拠
点
の
連
携

を
確
保
。
特
に
、
計
画
的
な
整

備
の
た
め
事
業
進
捗
を
図
る
必

要
の
あ
る
事
業
を
強
力
に
推

進
。

○
効
率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化

要
望
額
：
２
，
２
７
７
億
円

　

迅
速
か
つ
円
滑
な
物
流
の
実

現
等
の
た
め
、
三
大
都
市
圏
環

状
道
路
等
を
中
心
と
す
る
根
幹

的
な
道
路
網
を
重
点
的
に
整

備
。
特
に
、
計
画
的
な
整
備
の

た
め
事
業
進
捗
を
図
る
必
要
の

あ
る
事
業
を
強
力
に
推
進
。

○
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
更
な

る
推
進

要
望
額
：
９
３
４
億
円

　

予
防
保
全
へ
の
転
換
に
向
け

た
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装

等
の
点
検
、
診
断
、
措
置
、
記

録
を
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

つ
つ
着
実
に
実
施
。
特
に
、
こ

れ
ま
で
の
点
検
結
果
に
基
づ
く

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
等
の

計
画
的
な
修
繕
を
強
力
に
推

進
。

《
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
》

　

近
年
の
激
甚
化
・
頻
発
化
す

る
災
害
や
急
速
に
進
む
施
設
の

老
朽
化
等
に
対
応
す
る
べ
く
、

災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
構
築
す
る
た

め
、
令
和
３
年
４
月
に
各
都
道

府
県
に
お
け
る
５
か
年
の
具
体

的
な
事
業
進
捗
見
込
み
等
を
示

し
た
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
に
向
け
た
道
路
の
５
か
年

対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
着
実
に

推
進
し
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
や
老
朽
化
対
策

等
の
抜
本
的
な
対
策
を
含
め

て
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
組
の
加
速
化
・
深
化
を

図
る
。

《
通
学
路
の
合
同
点
検
を
踏
ま

え
た
交
通
安
全
対
策
》

　

令
和
３
年
６
月
28
日
に
発
生

し
た
千
葉
県
八
街
市
で
の
交
通

事
故
を
受
け
、
関
係
機
関
等
と

の
連
携
の
も
と
実
施
し
た
通
学

路
に
お
け
る
合
同
点
検
の
結
果

を
踏
ま
え
、
道
路
管
理
者
の
対

策
必
要
箇
所
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
に
創
設
し
た
個
別
補
助

制
度
等
を
活
用
し
、
歩
道
や
防

護
柵
の
設
置
、
カ
ラ
ー
舗
装

等
、
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

を
早
急
に
推
進
す
る
。

《
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
》

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、

渋
滞
緩
和
や
物
流
の
更
な
る
効

率
化
等
の
道
路
利
用
に
お
け
る

取
組
や
、
太
陽
光
発
電
等
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
や
道
路
照
明
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
等
の
道
路
整
備
・
管
理
に

お
け
る
取
組
な
ど
を
推
進
す

る
。

《
国
土
幹
線
道
路
部
会
中
間
答

申
を
踏
ま
え
た
有
料
道
路
制
度

に
お
け
る
所
要
の
措
置
》

　

高
速
道
路
の
維
持
管
理
・
修

繕
や
更
新
、
社
会
・
経
済
構
造

の
変
化
等
に
合
わ
せ
た
進
化
・

改
良
の
取
組
を
確
実
に
実
施
す

る
た
め
、｢

社
会
資
本
整
備
審

議
会
道
路
分
科
会　

国
土
幹
線

道
路
部
会
『
中
間
答
申
』
（
令

和
３
年
８
月
）｣

を
踏
ま
え
、

料
金
徴
収
期
間
の
延
長
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
有
料

道
路
制
度
に
つ
い
て
令
和
５
年

度
ま
で
に
所
要
の
措
置
を
講
じ

る
。

《
新
た
な
積
雪
寒
冷
特
別
地
域

道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
の

　

国
土
交
通
省
は
、
橋
梁
等
の

２
０
２
１
年
度
（
令
和
３
年

度
）
点
検
結
果
の
と
り
ま
と
め

を
公
表
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
の
道
路
法
改

正
等
を
受
け
、
２
０
１
４
年
度

よ
り
道
路
管
理
者
は
全
て
の
橋

梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
道
路
附
属
物

等
に
つ
い
て
、
５
年
に
１
度
の

点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
２
０
１
８
年
度
に
１
巡
目

点
検
が
完
了
し
、
２
０
１
９
年

度
か
ら
２
巡
目
点
検
が
実
施
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
道
路
の
舗
装
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
効
率
的
な
修
繕

に
向
け
、
舗
装
の
現
状
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
土

交
通
省
で
は
２
０
１
６
年
度

に
舗
装
点
検
要
領
を
策
定
し
、

２
０
２
１
年
度
に
１
巡
目
点
検

が
完
了
し
た
。

　

今
回
、
２
０
２
１
年
度
ま
で

の
点
検
や
診
断
結
果
、
措
置
状

況
等
を
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

年
報
」
と
し
て
と
り
ま
と
め

た
。

《
１
．
舗
装
の
１
巡
目
点
検
結

果
及
び
修
繕
実
施
状
況
》
〔
新

規
〕

　

国
土
交
通
省
と
47
都
道
府
県

と
20
政
令
市
が
管
理
す
る
重
要

物
流
道
路
な
ど
の
重
交
通
を
担

う
道
路
に
つ
い
て
、
２
０
１
７

年
度
～
２
０
２
１
年
度
に
お
け

る
点
検
結
果
及
び
修
繕
実
施
状

況
を
集
計
し
た
。

　

２
０
２
１
年
に
て
舗
装
の
１

巡
目
点
検
が
終
了
し
、
国
土

交
通
省
で
は
１
０
０
％
（
約

５
９
，
０
０
０
㎞
）
、
都
道
府

県
・
政
令
市
で
は
66
％
（
約

８
９
，
０
０
０
㎞
）
の
点
検
を

実
施
済
み
で
あ
る
。

　

点
検
の
結
果
、
判
定
区
分
Ⅲ

（
修
繕
段
階
）
の
舗
装
の
延
長

は
、
国
土
交
通
省
：
約
７
，

０
０
０
㎞
、
都
道
府
県
・
政
令

市
：
約
１
１
，
０
０
０
㎞
で
、

こ
の
う
ち
修
繕
等
措
置
に
着
手

し
た
割
合
は
、
国
土
交
通
省
：

17
％
（
約
１
，
３
０
０
㎞
）
、

都
道
府
県
・
政
令
市
：
19
％

（
約
２
，
０
０
０
㎞
）
と
舗
装

〈
１
面
よ
り
〉

（
１
）
災
害
脆
弱
性
と
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
を
克
服
し
た
安
全
・

安
心
な
社
会

　

自
然
災
害
は
、
国
や
地
域
の

成
長
軌
道
を
一
瞬
に
し
て
破
壊

す
る
力
を
持
ち
、
日
本
が
持
続

的
な
成
長
を
目
指
す
上
で
の
最

大
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　

近
年
の
災
害
の
激
甚
化
・
頻

発
化
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
に

「
被
災
す
る
道
路
」
か
ら
「
救

援
す
る
強
靱
道
路
」
と
し
て
強

靱
で
信
頼
性
の
高
い
国
土
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
急
速
に
進
展
す

る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
を
克
服

し
、
良
好
な
イ
ン
フ
ラ
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
誰
も
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
す
。

（
２
）
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行

き
交
う
こ
と
で
活
力
を
生
み
出

す
社
会

　

社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上

に
よ
る
経
済
成
長
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
経
済
成
長
を
支
え

る
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
を

安
全
で
円
滑
に
行
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
高
規
格
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
国
土
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
拠
点
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
技
術
も

活
用
し
つ
つ
道
路
の
機
能
を
進

化
さ
せ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が

国
土
全
体
を
行
き
交
う
活
力
あ

ふ
れ
る
社
会
を
目
指
す
。

（
３
）
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の

あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る

社
会

　

今
後
、
都
市
・
中
山
間
地
域

問
わ
ず
人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
で
、
高
齢
者
、
子
供
、
障
が

い
者
を
含
む
全
て
の
人
の
生
活

・
生
業
が
持
続
可
能
で
、
か
つ

人
々
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る
必

要
が
あ
る
。
環
状
道
路
等
の
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展

に
よ
り
生
ま
れ
る
都
市
内
の
空

間
の
ゆ
と
り
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
工
夫
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

で
良
好
な
環
境
や
景
観
等
を
備

え
た
、
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の

あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る

社
会
を
目
指
す
。

（
４
）
時
代
の
潮
流
に
適
応
し

た
ス
マ
ー
ト
な
社
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
や
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

要
求
概
要

　

令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の

前
線
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
国

道
１
２
１
号
の
山
形
県
米
沢
市

入
田
沢
地
内
に
お
い
て
、
道
路

崩
落
の
被
害
が
発
生
し
、
全
面

通
行
止
め
を
継
続
し
て
い
る

が
、
山
形
・
福
島
両
県
か
ら
国

に
対
し
、
早
期
の
応
急
復
旧
に

つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
国
土
交
通
省

は
、
早
期
の
通
行
止
め
解
除
に

向
け
、
国
道
１
２
１
号
の
１
車

線
を
確
保
す
る
応
急
復
旧
に
つ

い
て
、
高
度
な
技
術
力
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
国
の
権
限
代
行

に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

国道121号の早期復旧に向け
国の権限代行による災害復旧事業（応急復旧）に着手

　

国
土
交
通
省
で
は
、

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
５
年

ま
で
を
「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ

ー
ジ
と
位
置
付
け
、
「
地
方

創
生
・
観
光
を
加
速
す
る
拠

【全国道路施設点検データベース　～損傷マップ～】
https://road-structures-map.mlit.go.jp/

【全国道路施設点検データベース】
https://road-structures-db.mlit.go.jp/

【道路メンテナンス年報】
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/

yobohozen_maint_index.html

点
へ
」
進
化
す
る

た
め
、
「
「
道
の

駅
」
を
核
に
し
た

地
方
創
生
」
及
び

「
「
道
の
駅
」
の

持
続
可
能
な
安
定

運
営
」
を
目
指
し

た
取
組
を
推
進
し

て
い
る
。

　

第
３
ス
テ
ー
ジ

の
折
り
返
し
を
迎

え
る
に
当
た
り
、

今
回
、
「
道
の

駅
」
を
牽
引
す
る

自
治
体
、
制
度
を

所
管
す
る
国
、

「
道
の
駅
」
内
外

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
全
国
道
の

駅
連
絡
会
が
協
働

し
、
先
進
的
な

「
道
の
駅
」
で

「
道
の
駅
の
安
定

運
営
」
と
「
地
域

全
体
の
発
展
」
の

実
現
方
策
を
探
求

す
る
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
、
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

の
全
国
展
開
老
朽
化
、
コ
ロ
ナ

「道の駅」第３ステージの
実現に向けた新たな取組を開始

～地方創生・観光を加速する拠点への進化を推進～

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
動

き
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
デ
ー
タ
活

用
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
世
界

全
体
の
経
済
構
造
や
競
争
環
境

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
つ

つ
あ
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会

の
持
続
的
な
経
済
成
長
に
向
け

て
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
で
あ
る
物
流
事
業
者
の
環
境

整
備
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
自
転
車
利
活
用
の
推
進

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
道

路
イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や

次
世
代
自
動
車
の
普
及
促
進
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
道
路
管
理

や
行
政
手
続
き
の
省
力
化
・
効

率
化
を
推
進
し
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
ス
マ
ー
ト
な
社
会

の
実
現
を
目
指
す
。

　

今
後
は
、
現
地
の
地
質
調
査

結
果
等
を
踏
ま
え
、
仮
橋
等
に

よ
る
応
急
復
旧
に
着
手
し
、
片

側
交
互
通
行
で
の
交
通
解
放
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。

禍
な
ど
全
国
的
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
「
道
の
駅
」
の
底

上
げ
を
図
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
修
繕
が
低
水
準
と
な
っ
て
い

る
。

《
２
．
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
・
道

路
附
属
物
等
の
点
検
・
修
繕
実

施
状
況
》

　

２
巡
目
（
２
０
１
９
年
度
～

２
０
２
１
年
度
：
３
ヵ
年
）
の

点
検
実
施
状
況
は
、
橋
梁
：
61

％
、
ト
ン
ネ
ル
：
53
％
、
道
路

附
属
物
等
：
60
％
と
、
１
巡
目

点
検
よ
り
も
着
実
に
進
捗
し
て

い
る
。

　

１
巡
目
点
検
で
早
期
又
は
緊

急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態

（
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
）
の
橋
梁

に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
修

繕
等
措
置
の
着
手
率
は
65
％
、

完
了
率
は
46
％
と
低
水
準
と
な

っ
て
い
る
。
（
２
０
２
１
年
度

末
時
点
）

〈
参
考
〉
国
土
交
通
省
：
着
手

率
91
％
・
完
了
率
53
％
、
高
速

道
路
会
社
：
着
手
率
81
％
・
完

の
現
場
支
援
の
強
化
を
開
始

し
、
更
な
る
取
組
の
活
性
化
を

図
る
と
し
て
い
る
。

了
率
60
％

　

判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
で
あ
る
橋

梁
は
次
回
点
検
ま
で
（
５
年
以

内
）
に
措
置
を
講
ず
べ
き
と
し

て
い
る
が
、
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
５
年
以
上
経
過
し
て
い

て
も
措
置
に
着
手
で
き
て
い
な

い
橋
梁
は
約
３
割
あ
る
。

《
３
．
全
国
道
路
施
設
点
検
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
老
朽
化
対
策

の
見
え
る
化
を
実
施
中
》

　

道
路
施
設
の
老
朽
化
や
そ
の

対
策
状
況
の
さ
ら
な
る
見
え
る

化
を
図
る
た
め
、
「
全
国
道
路

施
設
点
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
～
損

傷
マ
ッ
プ
～
」
に
て
道
路
施
設

の
点
検
結
果
や
措
置
状
況
等
を

地
図
上
で
公
開
中
で
あ
る
。

　

よ
り
詳
細
な
点
検
デ
ー
タ
等

に
つ
い
て
は
、
「
全
国
道
路
施

設
点
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り

有
料
公
開
を
行
っ
て
お
り
、
研

究
機
関
や
民
間
企
業
等
に
よ
る

技
術
開
発
の
促
進
に
よ
る
維
持

管
理
の
効
率
化
・
高
度
化
を
目

指
し
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
順
次
更

新
を
行
い
２
０
２
１
年
度
末
時

点
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
今
後

公
開
予
定
と
し
て
い
る
。

橋
梁
等
の
２
０
２
１
年
度
（
令
和
３
年
度
）
点
検
結
果

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
（
２
巡
目
の
３
年
目
）
の
公
表

策
定
に
つ
い
て
》

　

現
在
の
「
積
雪
寒
冷
特
別
地

域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計

画
」
は
令
和
４
年
度
が
最
終
年

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
冬
期
の

道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
、

令
和
５
年
度
を
初
年
度
と
す
る

新
た
な
五
箇
年
計
画
を
策
定
す

る
。

　

右
記
の
ほ
か
、
現
在
実
施
し

て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
利
用

す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対

す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
最

大
割
引
率
の
拡
充
措
置
（
40
％

→
50
％
）
の
効
果
を
検
証
し
つ

つ
、
措
置
の
必
要
性
等
に
つ
い

て
検
討
す
る
。


